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イヌ ドウナの株分割による増殖法および実生株の生育経過
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定 植 日:平成10年 6月 12日

栽植様式 :う ね幅135cn 株間20c1 2条植え
1 は じ め に

近年の健康食ブーム等により,本県の山菜出荷量は年  々   施 肥 量 :各成分でa当たり1聴
伸びている。平成12年 (2000年)の数値では,タ ラノメ生    遮  光 :平成11～ 12年70%
産量は全国有数であり,最近急激に消費が伸び注目されて 平成12年無遮光

いるウルイも出荷量の 7割程度を本県が占め,自他ともに   ② 試験規模 1区  10株 単区制
認める山菜王国である。このような中,消費者ユーズも年々

多様化しており,一部の消費サイドから,も っと山菜らし
3 試験結果及び考察

い物が欲しいとの要望があった。そこで,当研究部では,   0)試 験 1 親株を使用した増殖法
山菜特有の「ほろ苦さJと「独特の食感Jを持ち,県内で    1)供 試した株の大きさ
広く食されている「イヌドウナJを選定し,畑地化栽培技   株重,芽径とも頂芽区が最も大きく,次いで側芽 (大 )
術の開発に取り組んでいる。今回は,効率的な増殖法につ  区,側芽 (小)区の順であった (表 1,2)。
いて検討したので報告する。

表 1 試験に供した親株の大きさ (19990
2試 験 方 法

重量 頂芽数 側芽大数 側芽小数

0)試験場所 山形県新庄市 山形県農業研究研修セン    (g)    (個 )    (個 )    (個 )
256           1           72          27

ター 中山間地農業研究部内ほ場
2)供試系統 山形県最上地方自生種
3)試験区
試験 1 親株を使用した増殖法

表2 定植時の株の大きさ (1999年 )

区名 重量 芽径

(g)      (皿 )

頂  芽

側 芽 (小)      芽径が 5皿以下

※株を一芽ごとに分割,供試株は3年養成株

①栽培概要

定 植 日 :平成H年 5月 28日

遮  光 :平成11年70% 平成12年無遮光
②試験規模 1区  10株 単区制
試験 2 実生増殖法
①栽培概要

種子の採取 :平成 9年 10月

区 名 備   考

側 芽 (大)      芽径が51u以上        側芽 (小)     86

頂芽        191
側芽 (大)      125

136
82
49

栽植様式 :う ね幅135m 株間20cm 2条植え     とも頂芽区が最も大きかった。
施 肥 量 :各成分でa当たり l kg

2)生育
ア 定植 1年目の生育経過 (平成■年)(表 3)。
6月 25日 の草丈は,側芽 (小)区においてやや小さかっ

たが,最大葉に大きな差は見られなかった。葉数及び茎径

表3 株の部位および大きさの違いが定植 1年目の生
育に及ぼす影響 (1999年 )

調査日 株の部位 草丈 最大葉長(ca) 葉数  茎径
及献 きさ (m) タテ  ョコ      (Ш )

卿 濶 )漑 ‖ 冒 謡 露
種子の低温処理:平成9年12月 4日～1月 30日     ____lRlォの …263  84 139  56  30

頂芽  589  92 185 198  78(5℃の低温湿潤)
8月 24日 側芽C0 528   116   178   212   68

播 種 日:平成10年 1月 30日 側芽C/D 441   98  203  230  58
セル128穴  メトロ360
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注 茎径 :地際部から3側の位置で測定



東 北 農 業 研 究 第 54号  (2001)

表4 株の部位の違いが定植2年目の生育に及ぼす影
響 (2000年 )

調査日 株の 草丈 最大葉(cI)葉数 茎径 茎立ち数
部位  (側)タ テ ヨコ (mm) (本 )

5月 23日 頂芽  302  57 88 23 123 08
側芽(大)325  49 72 25 88 31
側芽C/D189  48 72 19 64 12

7月 31日 1百芽    666   105  196  243  174  1 2
側芽(大)502 102 165 168 106 56
慣I芽(/1, 384  98 154  123  75  23

注 茎  径 :地際部から3 clrの位置で測定
茎立ち数 :株当たりの茎立ち本数

表5 定植時の苗の大きさ (1998年) (10株平均)

表6 生育

表フ 越冬時の株 (株平均) (10株当たり)

定植二年目 66  31  1   34  541 10  541 10  34
定櫂
=二

年目 99 36 16 124 2500 10 2,500 16  124

表8 収穫調査 (10株調査)

調査日 収 量  草丈 一本重 葉数 茎径 a当 たり
聾(0織体)(0(g)倣 )範)嘔Q)

定]直三多手目 5月
"日

131 0751 B7 28 95 Ю
定植四年目 6月 16日  878  590 334  149  21  73  65

表 9 定植 3年目の生育 (2000年)  (10株平均)

調査日 葉数    茎数(本)草丈

(cm) (枚)  総本数  収穫本数
(10株平均) 5月 23日 25 74 07

調査日 草丈 葉数 最大葉長(cn)茎径 茎数

だ槽三年百影九:lf 舞…2::一釜」 ;:=♀
7/30  71 2  25 1  208  281  156   92

8月 24日 の草丈及び茎径は,頂芽区が最も大きく,次い

で側芽 (大)区 ,側芽 (小)区の順に小さくなった。
イ 定植 2年目の生育経過 (平成12年)(表 4)。
5月 23日 の車丈は,側芽 (小)区が若千劣ったが,頂芽
区と側芽 (大)区に大きな差は見られなかった。
茎径は頂芽区が最も大きく,一部収穫が可能であった。

側芽区は収穫可能な大きさまで至らなかった。

7月 31日 は無遮光と夏場の高温の影響で,生育が抑制さ

れ,8月 には葉の一部に黄化が見られた。草丈及び茎径と
も頂芽区が最も大きく,側芽 (小)区が最も小さかった。
●)試験 2 実生増殖法
1)定植時の生育
苗の全重は56g,葉数は3枚,最大葉は,たて379mよ
こ5891mであった (表 5)。

2)定植 1年目の生育
定植2ケ月後の生育は草丈73m,葉数 4枚であり,生
育量の増加はわずかであった (表 6)。

3)定植 1年目の越冬前株
全重が67g,芽数 3個であり,1年目の生育は小さかっ
た (表 7)。

4)定植 2年目の生育
5月 13日の調査では,草丈27 9cI,動 4枚 ,茎υ 6Ⅲ ,
茎数12本であった。

表10 定植 3年目越冬時の株の生育 (21X10年 )
(10株平均)

7月 4日 の調査では,草丈315伽 ,動 敬 ,茎各 7mm,
茎数30本であった (表 8)。

5)定植 3年目の生育
5月 23日 の調査では,草丈38 1cm,勒 5枚 ,茎勧 5m口 ,

茎数74本であった (表 9)。

6)収穫調査
収穫物は,草丈30cm,茎径llhmを目安に行った 草丈∞co,

葉数28枚 ,茎径99側 ,株当たり07本であった。

7)定植 3年目の越冬前株
全重が,3年養成で定植時の50倍の約2508で あつた。
芽径は頂芽が10mm,側芽が 41m,芽数は頂芽が16個,側芽

が124個であった (表 10)。

4 ま  と  め

イヌドウナの増殖として,親株増殖法は頂芽を使用する

と,ほぼ 2年目で収穫可能となった。側芽を使用した場合

は,増殖率が高いが,さ らに 1年間の養成が必要であった。

実生による増殖法は,定植 1～ 2年目は生育が極めて緩

慢であり,定植 3年目から生育量が増大した。定植 4年 目

以降から収穫が可能となった。

4    68   13 1    2 6   1 2
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